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生駒市の観光を取り巻く環境
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奈良県の観光と観光を取り巻く環境
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訪問率と稼働率は正の相関。訪問率の上昇とともに稼働率は上がる。
奈良県は、訪問率に対して稼働率が低い。

訪問率は上昇傾向
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観光の３Ａ

①Accessibility（近接性）
②Accommodation（宿泊施設）
③Attraction（観光名所、集客施設）

（2016）

強い観光：自然、歴史・文化 弱い観光：スポーツ・レクリエーション、都市型観光

近接性

観光地の集客力が京都に比べると弱い
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日本人旅行者は頭打ちから減少へ リピーターが増加

奈良県には追い風
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生駒市内観光地の利用者は減っている
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市民アンケート調査

【市民の観光資源についての回答結果】

• 市民アンケート調査における問28で「生駒市内での観光・レクリエーションについて、市外の人に知ってほしい生駒市

の観光資源（魅力）としてどのようなものがあるとおもいますか？」を聞いている。自由記述回答

• 回答数：403、記述の有る回答数207（※複数回答があるため分類によるカウントは１つに当てはめた）

分類 ①分からない･無い ②環境型 ③体験型 ④場所型

分類の内容 分からない･知らない･無
いとの回答

特定の場所ではない（自然・雰
囲気・アクセスなど）

店･イベント･特産品･アクティビティ
など

観光場所として特定された回
答

回答数 42 34 27 104

回答率 約20％ 約16% 約13% 約50%

内容
まとめ

答え方は様々ではあるが、
明確に「無い」と答えて
いる回答も多かった。

↓
生駒市民も生駒の魅力を
知らない、あるいは特別
視していないことが反映
されている。

自然という回答が多数あった。
また、大阪や京都からのアクセ
スも多かった。
都会と田舎が混ざった環境とい
う回答もあった。

↓
住環境としても満足できる要因
が取り上げられている。

ハイキング、サイクリングとの回答
が多数あった。茶筅、竹との回答も
複数あった。
少数回答の具体例を下記で示す。

↓
体験に根ざした回答であり、市民で
こそ感じられる回答となっている。

生駒山（山上遊園地、宝山寺、
ケーブルカー、夜景、山麓公
園、ハイキングコース、ラッ
キーガーデン、暗峠）： 87
（42%）
高山竹林公園：4（2%）
往馬大社：2（1%）
ぴっくり通り周辺の飲食店：
２（1%）
竜田川の桜：２（1%）
音の花温泉：１（0.5%）
パレス温泉：１（0.5%）
チロル堂（駄菓子屋）：１
（0.5%）
その他の寺社等の一般名詞
（誤回答含む）：４
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【市民の観光資源についての回答結果】特徴的な回答の抜粋その①

特徴的な回答の抜粋

①分からない・知らない・無いとの回答

１ 生駒にはこれといった魅力がない。

２ 長く住んでいますがわかりません。

３ レクリエーションが少ないのでわからない。

４ 生駒市民に生駒のより良い点をアピールせず市外の人に知らせるのは問題ですよ！

５ 住んでいても何が観光資源なのかよくわからない。

６ そもそもに市内の人も知らないのではないでしょうか。

②特定の場所ではない・自然・雰囲気・アクセスなど

１ 静かで落ち着いているのに便利

２ 自然、山の景色、大阪からのアクセスの良さ。

３ 自然と都会っぽさがまじる感じでとにかく住みやすい

４ ほどほどに街ほどほどに田舎であること

５ 郊外にいくと自然が多い

６ 人がユニーク パワースポット 京都と大阪近い

７ 生徒の高レベル学校への進学しやすい環境があること。

③店・イベント・特産品・アクティビティなど

１ 隠れた美味しいお店がある。その他は特にない。

２ 飲食店やケーキ屋さんなどおいしくて良いお店が多い

３ マルシェ

４ 火まつりが面白かったので多くの人に知ってほしいです。

５ 農業祭

６ 「茶筅」「生駒のレインボーラムネ」「高山のおかき」、どれも車で行きにくい場所にあり、それを観光できるような設備を整
えてほしい。

７ 竹林があるので竹を使った（肥料、ざる）等、環境に良い産業起こし。草や枯れ葉を使ったバイオマス。危ない所に宅地造成を
しない。

８ 茶筅、くろんど池、サイクルコース、田園地区

９ 体験型伝統工芸品の作成（生活用品）しゃもじ・ざる・かご等
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【市民の観光資源についての回答結果】特徴的な回答の抜粋その②

④観光場所として特定された回答

生駒山関連

１ 生駒山上遊園地をはじめ、高山など、自然の中に面白い場所があり、その中で人が催し物をしていることが魅力。

２ 生駒山上からの夜景。石仏（暗峠までののどかな風景）。生駒谷の寺社など。

３ 生駒山上付近の景観や飲食店の質の良さ。

４ 生駒山上、生駒山中にあるレストラン（ラッキーガーデンなど）

５ 生駒山麓公園、アスレチック、モンベルアウトドアスペース。アウトドアのスポットとしてもう少しテナントやイベント開催
＋大浴場の拡大、もっと広くして使いやすく。日帰りで来てもらうようにする。

６ 山麓公園のアスレチック、高山竹林園のお抹茶体験(←広場にちょっとした遊具やアスレチック、遊歩道があると1日遊べるのに
な...←幼〜小学校低学年が少し遊べるようなところがあるといい。せっかくいいところなのに周りが何もなさすぎて1〜2時間し
かいられない。案外小さい子(5才くらい)でもお抹茶が好きで、お作法もマナーも大事だが、基本的には好きに楽しんでお抹茶
を体験していいですよスタイルなので子連れもありがたい。)

７ 宝山寺や参道も知ってほしいが、店がまだ少なく廃れた感じがありさみしい。ケーブルの本数が少なく、少し不便。

８ 生駒山上遊園地と生駒駅の改札口（生駒の玄関口）を出た所の暖かい雰囲気

少数意見

１ いい温泉がある（音の花温泉）

２ 酒造、パレス温泉

３ 生き生きとしている生駒の人。チロル堂。

４ 高山竹林園(小さい子供も連れて行きやすい)。

５ 竜田川沿いの桜がきれい。夜景がきれい。竹林公園、高山おかき工場

６ 滝田川沿いの桜。高山の竹林。詩季織々彩利豊かな生駒山。学術、研究施設が並ぶ学研都市。

７ 史実に基づいた歴史的な魅力、往馬、鷹山など

８ 往馬大社、竹林寺、圓福寺、高山城跡、忍性菩薩墓、暗峠

９ ぴっくり通り周辺の飲食店は良い店が多いので食べに来て欲しい。

１０ ぴっくり通りがもっと魅力的になれば良いと思う。
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補足【市民アンケート】の回答結果とその可能性

• ポストコロナに向けて高まる「持続可能な観光」の重要性が『観光白書（令和4年版）』で言及されている。

• 「新型コロナウィルス感染症の流行を契機として、世界的に、密となる有名な観光地より自然環境に触れる旅行へのニー

ズが高まっている。」･･･生駒市の魅力とマッチするか？


